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王
壮
武
公
珍
著
「
団
練
説
」
訳
解

一

太
平
天
国
革
命
運
動
の
圧
殺
に
、
清
朝
政
府
軍
に
代
っ
て
最
大
の
活
躍
を
展

開
し
た
湘
勇
は
、
曽
国
藩
が
そ
の
創
始
著
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
彼
が
母
の
喪
に
服
す
る
為
に
帰
郷
し
て
い
た
折
に
、
感
豊
帝
の
命

を
承
け
、
長
沙
に
お
い
て
団
練
結
成
に
着
手
す
る
事
と
な
る
が
、
そ
の
前
提
と

し
て
、
彼
の
郷
里
で
あ
る
湘
郷
県
で
は
、
咸
豊
元
年
よ
り
知
県
朱
孫
詒
と
県
内

の
少
壮
の
郷
神
に
よ
っ
て
、
団
練
結
成
が
着
手
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
①
　
曽

国
藩
は
こ
の
湘
郷
県
の
団
練
を
基
礎
と
し
、
又
湘
郷
の
郷
紳
を
協
力
著
と
す
る

事
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
彼
の
湘
勇
を
組
織
し
得
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

曽
国
藩
の
湘
勇
組
織
化
の
前
提
と
し
て
、
前
段
階
に
お
い
て
一
定
程
度
の
団

練
結
成
が
為
さ
れ
て
い
た
事
と
共
に
、
曽
国
藩
に
連
な
る
湘
郷
県
及
び
近
隣
の

県
の
郷
紳
と
の
交
際
の
存
在
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
事
も
見
逃
せ
な
い

事
実
で
あ
る
。
湘
郷
の
羅
沢
南
・
劉
蓉
、
湘
陰
の
郭
嵩
燾
、
新
寧
の
江
忠
源
等

と
は
以
前
よ
り
交
際
が
有
り
、
か
か
る
人
脈
が
湘
勇
の
組
織
化
に
大
き
な
役
割

を
果
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
湘
勇
組
織
化
の
中
で
の
人
脈
関
係
に
っ
い
て
は
稿
を

改
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

所
で
こ
う
し
た
人
々
よ
り
十
歳
前
後
若
い
、
当
時
二
十
代
の
少
壮
の
郷
紳
で

あ
っ
た
王
珍
は
、
羅
沢
南
に
師
事
す
る
生
員
で
あ
っ
た
が
、
朱
孫
詒
の
団
練
結
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成
に
参
加
し
、
更
に
湘
勇
へ
と
発
展
し
て
い
く
中
で
、
一
武
将
と
し
て
曽
国
藩

の
指
揮
下
に
在
り
、
湖
南
・
湖
北
・
広
東
・
広
西
・
江
西
を
転
戦
し
、
前
半
期

の
湘
勇
を
支
え
た
一
人
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
転
戦
の
過
程
で
、
各
地
に
お
い
て

該
地
の
団
練
結
成
を
指
導
し
て
お
り
、
そ
の
論
文
・
示
文
は
、
「
王
壮
武
公
遺

集
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
湘
郷
に
お
い
て
、
自
ら
も
中
心
と
な
っ
て
行
っ

た
団
練
結
成
の
体
験
を
も
と
に
、
そ
の
普
及
・
拡
充
を
図
っ
た
人
物
と
言
え
る
。

そ
の
団
練
結
成
を
促
す
事
を
目
的
と
し
て
、
彼
は
「
団
練
説
」
な
る
一
文
を
著

わ
し
て
お
り
、
こ
れ
も
先
の
「
遺
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
後
に

見
る
如
く
、
一
般
大
衆
と
郷
紳
と
に
対
し
て
、
各
々
に
団
練
結
成
の
必
要
性
・

有
効
性
を
強
調
し
、
速
か
な
る
結
成
を
訴
え
て
お
り
、
当
時
の
郷
紳
の
情
勢
認

識
の
在
り
方
や
、
如
何
に
農
民
を
体
制
内
に
組
み
込
み
、
彼
ら
を
体
制
擁
護
勢

力
と
し
て
組
織
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
の
か
等
を
知
る
上
で
、
一
つ
の
貴
重

な
史
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
下
は
著
者
王
珍
に
つ
い
て
の
若
干
の
紹
介
を
行
っ
た
上
で
、
「
団
練
説
」

の
訳
出
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

二

王
珍
、
字
は
璞
山
、
若
い
時
は
四
願
居
士
、
後
に
養
拙
子
、
返
璞
山
人
と
号

し
た
と
言
う
。
諡
を
壮
武
公
と
賜
っ
て
い
る
②
゜
彼
は
道
光
五
年
（
1
8
2
5
）
湘

一
七
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郷
県
に
生
ま
れ
た
。
こ
の
年
曽
国
藩
は
十
五
歳
で
あ
り
、
翌
年
に
は
長
沙
府
試

に
合
格
し
て
い
る
・
又
曽
の
弟
国
は
前
年
に
誕
生
し
て
い
る
③
゜
王
珍
の
家

は
、
明
代
永
楽
期
に
江
西
安
福
県
よ
り
湘
郷
に
遷
居
し
、
以
米
湘
郷
に
居
住
し

祖
父
燦
は
県
学
の
坿
生
と
な
り
、
「
篤
厚
好
施
、
為
郷
里
所
欽
重
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
父
宗
麓
は
「
積
学
有
盛
徳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
郷
紳
的
地
位
に

は
位
置
し
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
男
兄
弟
は
二
人
で
珍
は
そ
の
真
中
で
あ

り
、
兄
の
勲
は
湘
勇
に
参
加
し
、
「
積
功
官
至
布
政
使
街
湖
北
補
用
道
」
と
な

り
、
弟
の
開
仍
も
従
軍
し
、
後
に
中
書
科
中
書
に
な
っ
た
と
言
う
。

彼
の
家
の
経
済
状
況
・
階
級
的
位
置
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
得
な
い
が
、
先

の
祖
父
や
父
の
事
績
、
及
び
差
等
三
人
の
兄
弟
を
科
挙
準
備
に
専
念
さ
せ
て
い

る
状
況
、
更
に
彼
が
二
十
歳
の
折
に
、
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
「
県
大
水
、
居
家

坦
没
ヽ
家
益
貧
困
ソ
④
と
い
う
状
況
が
知
ら
れ
る
。
以
上
の
事
か
ら
在
郷
の
地

主
的
な
地
位
に
在
り
、
且
つ
没
落
し
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

王
轟
は
二
十
四
才
に
至
っ
て
県
学
の
生
員
と
な
り
、
当
時
湘
郷
で
講
学
し
て

い
た
羅
沢
南
に
師
事
し
、
彼
を
介
し
て
、
県
内
外
の
多
く
の
人
々
と
面
識
・

交
際
を
持
つ
事
と
な
る
。
羅
正
釣
の
纂
に
成
る
「
王
壮
武
公
年
譜
」
(
以
上

「
王
年
譜
」
と
略
称
す
る
)
に
拠
れ
ば
、
こ
の
間
の
交
際
の
有
っ
た
人
物
と
し

て
、
易
良
幹
(
珍
の
妹
を
娶
る
)
羅
信
東
・
羅
鎮
南
・
鍾
近
衡
・
近
濂
兄
弟
・

朱
宗
程
・
康
景
暉
(
康
の
長
子
増
琮
が
珍
の
長
女
を
娶
る
)
・
羅
信
北
・
翁

登
・
易
良
翰
・
李
続
賓
・
続
宜
兄
弟
・
瀋
伊
卿
・
左
枢
・
楊
昌
濬
(
楊
の
長
子

鴻
度
が
珍
の
三
女
を
娶
る
)
を
挙
げ
、
「
公
智
与
訂
交
、
以
正
学
相
砥
礪
」
と

い
う
関
係
で
あ
っ
た
と
言
い
、
又
「
平
時
講
学
、
過
従
之
友
」
と
し
て
、
同
じ

く
湘
郷
の
謝
邦
翰
・
羅
信
南
・
劉
蓉
・
彭
洋
中
・
周
牧
・
賀
雍
・
魏
万
傑
・
洪

長
齢
、
湘
潭
の
王
士
達
・
王
栄
蘭
、
湘
陰
の
左
宗
棠
(
左
の
子
孝
同
は
珍
の
四

女
を
娶
る
)
゜
郭
嵩
燾
、
長
沙
の
丁
叙
忠
、
寧
郷
の
劉
典
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
中
の
多
く
は
、
こ
の
後
湘
勇
の
武
将
と
し
て
活
躍
し
、
或
い
は
中
途
で
戦

λ

死
し
、
或
い
は
太
平
軍
鎮
定
後
、
督
撫
等
の
大
官
に
な
っ
た
人
々
で
あ
る
。
曽

国
藩
と
は
や
は
り
羅
沢
南
を
介
し
て
知
っ
た
が
、
そ
の
初
対
面
は
、
恐
ら
く
曽

が
母
の
服
喪
の
為
に
帰
郷
し
た
咸
豊
二
年
段
階
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
人
間
関
係
は
同
門
・
同
郷
の
他
に
姻
戚
関
係
も
存
在
し
て
い
た
点
が
注
目

さ
れ
る
。
曽
国
藩
に
在
っ
て
も
、
三
女
が
羅
沢
南
の
子
兆
升
に
、
四
女
が
郭
嵩

点
の
子
剛
基
に
嫁
し
て
い
る
。
か
か
る
姻
戚
関
係
を
含
む
人
間
関
係
が
湘
勇
組

織
化
の
一
つ
の
有
力
な
基
礎
と
な
っ
て
い
た
と
見
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

咸
豊
元
年
(
応
ご
)
、
広
西
金
田
村
に
挙
兵
し
た
太
平
軍
の
進
出
の
報
、
及

び
県
境
近
く
に
お
け
る
会
党
の
蜂
起
と
い
う
情
勢
の
中
で
、
湘
郷
知
県
朱
孫
詒

に
よ
る
団
練
策
の
展
開
に
お
い
て
、
王
珍
は
そ
の
有
力
な
協
力
著
と
し
て
参
加
・

活
動
し
ヽ
湘
勇
組
織
の
母
体
と
も
言
う
べ
き
湘
郷
団
練
の
結
成
に
従
事
し
た
⑥
゜

咸
豊
二
年
、
太
平
軍
に
よ
る
湖
南
の
省
都
長
沙
の
包
囲
攻
撃
と
い
う
情
勢
下

の
八
月
二
十
三
日
に
ヽ
曽
国
藩
は
服
喪
の
為
に
帰
郷
し
た
⑦
゜
長
沙
の
包
囲
は

十
月
に
至
っ
て
解
か
れ
、
太
平
軍
は
北
進
し
た
。
湖
南
巡
撫
張
亮
基
は
長
沙
防

備
の
為
に
湘
郷
の
団
勇
の
出
動
を
要
請
し
、
こ
れ
を
承
け
て
羅
沢
南
・
王
珍
等

千
人
が
長
沙
に
赴
き
、
警
備
の
任
に
当
っ
た
。
こ
の
時
に
服
喪
中
の
曽
国
藩
に

対
し
て
、
団
練
幇
弁
の
任
に
当
る
べ
き
命
が
下
り
、
郭
嵩
燾
の
助
言
も
あ
っ
て

こ
れ
を
承
諾
し
、
長
沙
へ
赴
い
た
。
か
く
し
て
羅
・
王
等
の
率
い
る
千
人
の
団

勇
は
曽
国
藩
の
指
揮
下
に
入
り
、
湘
勇
と
し
て
活
動
を
開
始
す
る
事
に
な
る
の

で
あ
る
⑧
・
従
っ
て
王
珍
は
湘
勇
組
織
化
の
当
初
か
ら
、
そ
の
一
武
将
と
し
て

活
動
し
て
お
り
、
以
後
咸
豊
七
年
八
月
、
江
西
省
楽
安
に
お
い
て
、
従
軍
の
過

労
か
ら
病
死
す
る
ま
で
、
湖
南
は
も
と
よ
り
、
湖
北
・
広
東
・
広
西
・
江
西
の

各
地
を
転
戦
し
、
そ
の
間
一
度
大
敗
北
を
喫
し
て
革
職
の
憂
目
を
見
た
が
、
最

終
的
に
は
按
察
使
銜
湖
北
補
用
道
に
記
名
簡
放
さ
れ
た
。
(
死
後
布
政
使
銜
を

追
贈
さ
れ
た
。
)

所
で
王
珍
の
人
物
評
価
と
し
て
、
劉
蓉
は
咸
豊
二
年
に
次
の
様
に
記
し
て
い
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る
。
樸
山
(
王
珍
)
懐
忠
義
之
心
、
有
侠
烈
之
風
、
趨
義
赴
公
、
不
顧
利
害
、
其

心
其
志
、
在
敝
邑
士
林
中
、
殆
不
多
得
、
然
才
略
疏
而
智
慮
浅
、
無
輔
車
以

相
済
、
故
嘗
力
尼
其
行
、
然
以
坐
鎮
県
城
、
統
募
勇
而
司
訓
練
、
殆
無
出
典

右
者
、
計
亦
必
在
台
端
明
中
矣
⑨
・

即
ち
忠
義
心
・
義
心
に
あ
っ
か
い
が
、
才
智
の
面
で
見
劣
り
が
す
る
と
し
て

い
る
。
し
か
し
勇
丁
を
募
り
、
訓
練
を
施
す
と
い
う
面
で
は
抜
群
の
才
能
を
有

し
て
い
る
と
し
て
、
知
県
朱
孫
詒
に
対
し
て
彼
を
適
所
に
用
い
る
様
に
助
言
し

て
い
る
。
従
っ
て
王
珍
は
生
員
で
は
あ
っ
た
が
、
文
人
と
し
て
よ
り
は
武
人
と

し
て
優
れ
た
能
力
を
有
し
て
い
た
と
言
え
る
。
王
珍
の
死
後
、
そ
の
生
前
の
活

躍
を
賞
讃
す
る
伝
記
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
劉
蓉
の
観
察
は
冷
静
に

客
観
的
に
為
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

三

王
霞
の
事
績
を
知
る
に
最
も
適
当
な
史
料
は
、
彼
の
長
子
詩
正
が
、
光
緒
十

八
年
(
1
8
9
2
)
に
上
梓
し
た
「
王
壮
武
公
遺
集
」
で
あ
る
。
こ
の
「
遺
集
」
の

巻
首
目
録
の
後
に
、
王
詩
正
に
よ
る
発
刊
の
経
緯
に
つ
い
て
の
記
述
が
有
る
。

そ
れ
に
拠
れ
ば
、
王
は
宋
元
の
先
儒
の
説
に
博
覧
で
、
十
八
才
に
「
四
書
通

義
」
を
著
わ
し
⑩
ヽ
又
二
十
五
才
の
時
に
は
詩
歌
等
を
蒐
め
た
゜
崇
本
編
」

を
も
の
し
た
⑩
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
咸
豊
四
年
、
岳
州
に
お
け
る
敗
戦
時
に

失
わ
れ
た
と
言
う
・
そ
の
後
従
軍
の
中
に
在
っ
て
四
書
を
著
わ
し
て
い
る
⑩
・

即
ち
「
練
勇
芻
言
」
「
法
新
編
」
「
練
勇
臆
説
」
「
尺
一
偶
存
」
で
あ
る
。
こ

の
中
で
「
練
勇
別
言
」
は
郷
勇
の
営
制
・
職
司
・
号
令
・
賞
罰
・
練
法
に
つ
い

て
、
湘
勇
を
モ
デ
ル
と
し
て
記
し
た
む
の
で
、
郷
勇
編
成
の
テ
キ
ス
ト
的
な
も

の
と
言
え
る
。
一
方
「
法
新
編
」
に
つ
い
て
は
。

而
法
一
書
、
恐
流
布
資
賊
、
当
日
甚
秘
之
、
遂
各
書
不
伝
於
世
、
家
亦

未
有
副
本
、
今
湘
営
各
図
、
猶
公
遺
制
、
而
其
説
己
不
可
復
見
、
惜
哉
、

と
記
さ
れ
て
お
り
、
敵
側
に
陣
法
の
漏
れ
る
の
を
防
ぐ
為
に
秘
中
の
秘
と
し
て
い

た
。
そ
の
為
こ
の
書
は
他
の
二
書
と
共
に
湮
没
し
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
言
う
。

従
っ
て
王
珍
自
身
の
著
と
し
て
当
時
残
っ
て
い
た
の
は
、
「
練
勇
芻
言
」
の
み

で
あ
り
、
「
遺
集
」
巻
二
十
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
王
詩
正
は
父
珍
の
死
亡
時
七
歳
で
あ
っ
た
が
、
祖
父
よ
り
父
の
事
績
を

知
ら
さ
れ
、
又
父
が
書
き
残
し
た
遺
作
の
刊
行
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

詩
正
自
身
、
長
じ
て
左
宗
棠
の
輩
下
に
在
っ
て
甘
蕭
に
従
軍
し
、
光
緒
八
年

こ
百
に
)
帰
郷
し
た
が
、
二
年
後
に
清
仏
戦
争
が
勃
発
し
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
台
湾

上
陸
に
対
処
す
る
為
に
台
湾
に
渡
る
と
い
う
事
情
か
ら
、
「
遺
集
」
の
刊
行
に

着
手
し
得
す
、
そ
の
間
に
少
な
か
ら
ざ
る
著
作
が
失
わ
れ
た
と
言
う
。
そ
し
て

光
緒
十
八
年
二
留
に
)
に
至
り
、
漸
く
「
王
壮
武
公
遺
集
」
一
十
四
巻
が
刊
行

さ
れ
る
運
び
に
な
っ
た
と
言
う
。
か
く
し
て
王
珍
の
死
よ
り
「
遺
集
」
の
刊
行

ま
で
三
十
五
年
近
く
の
歳
月
の
経
過
が
有
り
、
そ
の
間
に
散
佚
し
た
も
の
が
多

く
有
る
。
特
に
団
練
結
成
や
湘
勇
組
織
化
の
時
期
の
著
作
が
皆
無
に
等
し
い
状

況
に
あ
る
の
が
惜
ま
れ
る
。

さ
て
こ
こ
に
訳
出
す
る
「
団
練
説
」
が
著
わ
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
見
る
と
、

咸
豊
七
年
（
1
8
5
7
）
春
以
来
江
西
省
内
を
転
戦
し
て
い
た
王
珍
は
、
祷
天
侯
胡

寿
階
の
率
い
る
太
平
軍
が
撫
州
府
下
楽
安
県
城
を
占
拠
し
、
永
豊
県
を
窺
う
と

い
う
情
勢
に
在
っ
た
為
、
永
豊
県
下
の
藤
田
に
駐
屯
し
ヽ
こ
れ
と
対
峙
し
た
⑩
・

「
王
年
譜
」
に
拠
れ
ば
、
閏
五
月
壬
辰
の
項
に
、

公
始
為
団
練
説
、
風
諭
各
属
士
民
、
誦
者
皆
感
動
、

と
記
し
、
壬
辰
即
ち
十
日
に
「
団
練
説
」
を
作
成
し
、
且
つ
そ
の
対
象
は
「
各

属
士
民
」
と
あ
る
如
く
、
特
定
の
地
域
の
住
民
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い

の
か
如
く
に
記
し
、
続
い
て
、

甲
午
、
大
集
民
団
、
至
者
万
人
、
公
登
台
激
勧
、
於
是
人
人
自
壮
争
奮
、
起

一
九
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願
従
戦
、

と
記
し
、
僅
か
二
日
後
の
甲
午
＝
十
二
日
に
は
民
団
が
結
成
さ
れ
、
万
人
を
集

め
て
演
説
し
、
彼
ら
の
志
気
を
鼓
舞
し
た
と
言
う
。

一
方
王
珍
自
身
が
著
し
た
日
記
に
拠
れ
ば
、
閏
五
月
十
四
日
に
お
い
て
、

酉
刻
、
伝
集
紳
士
団
丁
数
千
人
、
設
高
台
公
案
、
剴
切
開
導
之
、
無
不
鼓
舞

歓
忻
ヽ
義
憤
之
気
百
倍
⑩
、

と
記
し
、
永
豊
県
内
の
紳
士
・
団
丁
を
集
め
、
彼
ら
の
志
気
を
鼓
舞
す
べ
く
演

説
を
行
っ
た
と
言
う
。
そ
し
て
十
九
日
の
項
に
お
い
て
、

と
記
し
て
い
る
事
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
団
練
説
」
は
、
永
豊
県
知
県
章

徴
に
代
っ
て
、
一
夜
に
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
二
著

間
の
記
述
の
相
異
に
つ
い
て
は
、
当
然
本
人
の
記
述
で
あ
る
日
記
の
記
載
に
拠

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
併
せ
て
後
に
訳
出
す
る
「
団
練
説
」
の
内
容
か
ら
も
、
そ

の
対
象
は
永
豊
県
の
一
般
民
衆
及
び
郷
紳
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
日

記
の
記
述
か
ら
推
し
て
、
閏
五
月
十
四
日
夕
刻
、
永
豊
県
藤
田
の
駐
屯
地
に
お

い
て
、
当
該
地
の
団
丁
・
郷
紳
を
集
め
演
説
を
行
っ
た
。
こ
れ
が
好
評
で
あ
っ

た
事
か
ら
、
県
内
の
他
地
域
に
お
け
る
団
練
結
成
を
図
っ
て
い
た
知
県
章
澂
は
、

こ
の
演
説
の
文
章
化
を
要
請
し
、
こ
れ
を
承
け
て
ほ
ぼ
藤
田
に
お
け
る
演
説
の

内
容
に
沿
っ
て
文
章
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
章
知
県
は
こ
の
「
団
練
説
」

を
管
内
各
郷
に
伝
達
し
、
団
練
結
成
に
起
ち
上
ら
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
日
記
に
拠
れ
ば
、
六
月
八
日
の
項
に
、

巳
刻
、
各
団
紳
士
陸
続
未
見
、
団
練
大
有
起
色
矣
、

と
記
し
、
又
翌
九
日
の
項
に
、

巳
刻
、
各
郷
紳
士
陸
続
未
見
、
呈
団
勇
名
冊
、
聴
候
査
験
、
可
見
其
実

力
奉
行
矣
、

と
あ
り
、
更
に
十
三
日
に
、

二
〇

且
喜
告
成
各
団
呈
勇
冊
、
因
請
梅
弟
點
名
、
巳
有
数
千
、

と
記
し
て
お
り
、
二
十
余
日
に
し
て
県
内
各
郷
で
団
練
結
成
が
進
み
、
数
千
人

の
団
勇
を
組
織
し
得
た
と
言
う
。
そ
の
実
数
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
「
団
練

説
」
に
よ
っ
て
人
民
を
教
化
・
鼓
舞
し
、
彼
ら
を
体
制
擁
護
の
立
場
に
立
た
せ
る

と
い
う
点
て
、
一
定
の
成
果
を
収
め
得
た
事
は
否
定
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ

て
王
珍
の
著
わ
し
た
「
団
練
説
」
は
、
当
時
の
被
支
配
の
人
々
の
心
を
も
動
か

し
、
体
制
側
の
一
員
に
組
み
込
み
得
る
だ
け
の
説
得
力
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。
そ
う
し
た
点
て
、
当
時
の
被
圧
迫
・
被
支
配
の
民
衆
を
体
制
側
に
つ
な

ぎ
留
め
、
更
に
体
制
擁
護
の
尖
兵
と
し
て
駆
り
立
て
る
に
一
定
の
力
の
有
っ
た

「
団
練
説
」
の
内
容
を
検
討
す
る
事
に
よ
っ
て
、
民
衆
の
意
識
構
造
を
知
る
手
が

か
り
を
得
る
事
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
又
こ
の
「
団
練
説
」
は
、
後
半
部
分
で

郷
紳
を
対
象
と
し
て
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
れ
は
同
じ
く
体
制
擁
護
勢
力
で
あ
る
べ

き
郷
紳
の
内
部
に
、
私
利
私
欲
の
追
求
に
専
念
し
、
団
練
の
如
き
「
公
益
」
的
事

業
へ
の
関
与
を
回
避
せ
ん
と
す
る
部
分
が
存
在
し
て
い
た
⑩
事
か
ら
ヽ
か
か
る

消
極
分
子
・
日
和
見
分
子
を
積
極
的
に
行
動
に
起
ち
上
ら
せ
る
と
い
う
面
で
も

一
定
の
説
得
力
を
持
ち
効
果
を
発
揮
し
た
と
考
え
ら
れ
、
郷
紳
の
志
向
・
行
動

等
を
理
解
す
る
上
で
興
味
深
い
史
料
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
の
分
析
は
後
日
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
事
と
し
て
、
小
稿
で
は
拙
い
訳
解
を

試
み
た
次
第
で
あ
る
。
誤
解
・
誤
訳
が
懸
念
さ
れ
る
。
大
方
の
叱
正
を
乞
う
次

第
で
あ
る
。

四

「
団
練
説
」

我
聞
聴
、
永
豊
百
姓
、
都
歓
喜
説
来
、
聴
王
大
人
講
道
理
、
我
就
先
把

這
道
理
両
個
字
講
和
、
聴
道
字
、
就
解
作
路
字
、
理
字
就
解
作
履
字
、
履
就

是
行
走
的
、
話
頭
要
人
人
走
得
的
、
人
人
当
走
的
、
才
叫
做
大
路
正
路
、
就
安
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分
守
己
、
忠
厚
勤
倹
不
犯
国
法
、
不
害
別
人
、
這
條
路
是
人
人
当
走
的
、
是

人
人
走
得
的
、
若
不
走
這
條
大
路
正
路
、
反
聴
信
長
毛
、
走
往
邪
路
、
上
去
奉

天
主
教
、
爺
児
都
称
兄
弟
、
娘
女
都
称
姉
妹
、
悖
天
理
犯
国
法
、
姦
人
婦
女
、

勒
人
銭
財
、
焼
人
房
屋
、
人
壮
丁
、
小
技
便
是
走
上
死
路
、
万
無
好
処
、
万

無
生
理
。

私
は
聞
い
て
い
る
。
お
前
達
永
豊
の
人
民
は
、
皆
王
大
人
(
貪
)
が
「
道
理
」

を
語
る
の
を
喜
ん
で
聞
き
に
来
た
こ
と
を
。
私
は
先
す
こ
の
「
道
理
」
の
二
字

に
つ
い
て
話
そ
う
。
お
前
達
は
「
道
」
と
い
う
文
字
を
聴
け
ば
、
す
ぐ
に
「
路
」

と
い
う
文
字
を
考
え
、
「
理
」
と
い
う
文
字
は
「
履
」
と
い
う
文
字
を
思
い
浮

か
べ
る
で
あ
ろ
う
。
「
履
」
と
は
歩
む
と
い
う
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
々
が
歩

み
得
る
も
の
、
人
々
の
歩
む
べ
き
も
の
が
、
は
じ
め
て
「
大
路
」
「
正
路
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
分
に
安
ん
じ
己
れ
を
守
り
、
忠
厚
勤
倹
に
し

て
国
法
を
犯
さ
す
、
他
人
を
害
さ
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
路
が
人
々
の

歩
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
又
人
々
の
歩
み
得
る
路
で
あ
る
。
も
し
こ
の
「
大
路
」

「
正
路
」
を
歩
ま
す
、
長
毛
(
太
平
軍
)
を
信
じ
て
「
邪
路
」
を
歩
み
、
天
主
教

を
奉
じ
、
男
を
全
て
兄
弟
と
称
し
、
女
は
皆
姉
妹
と
称
し
、
天
の
道
理
に
悖
り
、

国
法
を
犯
し
、
人
の
婦
女
を
姦
し
、
他
人
の
銭
財
を
脅
し
取
り
、
他
人
の
家
屋

を
焼
き
、
壮
丁
を
と
り
こ
に
し
た
り
す
れ
ば
、
子
供
で
さ
え
「
死
路
」
を
歩
む

こ
と
と
な
り
、
決
し
て
良
い
所
は
な
い
し
、
決
し
て
生
存
す
る
道
理
は
な
い
の

で
あ
る
。

椚
試
想
、
人
有
君
臣
父
子
兄
弟
夫
婦
朋
友
五
倫
、
是
天
制
定
的
、
是
大

聖
大
賢
講
明
的
、
従
古
到
今
、
人
人
缺
不
得
的
、
今
長
毛
都
称
兄
弟
、
是
五
倫

去
去
了
四
倫
、
看
這
是
甚
座
道
理
也
、
不
要
説
到
他
造
反
也
、
不
要
説
到
他

櫨
掠
姦
淫
、
就
是
這
一
件
事
、
便
是
討
死
的
門
頭
、
故
喫
天
主
教
的
、
定
遭
大

誄
、
椚
也
不
待
我
細
説
、
祇
要
椚
著
自
己
的
心
頭
、
想
一
想
就
暁
得
、
長
毛

講
的
不
是
道
理
、
我
講
的
才
眞
是
道
理
、
道
理
両
字
、
椚
聴
明
白
了
。

試
み
に
考
え
て
も
み
な
さ
い
。
人
に
は
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
・
朋
友

の
五
倫
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
天
の
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
古
の
聖
賢

が
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
人
々
の
欠
く

事
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
今
「
長
毛
」
が
皆
兄
弟
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、

五
倫
の
中
の
四
倫
を
捨
て
去
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
前
達
は
こ
こ
に
ど
ん
な
道

理
が
有
る
と
思
う
か
。
彼
ら
の
所
に
行
き
造
反
し
よ
う
な
ど
と
言
っ
て
は
い
け

な
い
。
彼
ら
の
所
に
行
き
、
掠
奪
し
姦
淫
し
よ
う
な
ど
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
死
を
求
め
る
門
出
で
あ
る
。
だ
か
ら
天
主
教
を
奉
す
る
著
は
必
す
天
誅

に
遭
う
の
で
あ
る
。
お
前
達
は
私
か
詳
し
く
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
自
分
の

胸
に
手
を
あ
て
て
考
え
れ
ば
、
す
ぐ
に
わ
か
る
事
で
あ
る
。
「
長
毛
」
の
言
う

の
は
道
理
で
は
な
く
、
私
の
言
う
の
が
真
の
道
理
で
あ
る
。
「
道
理
」
の
二
字

に
つ
い
て
は
も
う
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

③
再
和
俳
講
団
練
、
団
是
団
一
気
、
我
相
救
、
生
死
相
顧
、
纔
叫
做
団

練
是
練
器
械
練
武
芸
練
陣
法
、
究
竟
練
胆
、
更
為
要
緊
、
而
練
胆
先
要
練
心
、

胆
有
大
有
小
、
心
卻
是
一
個
様
、
祇
要
們
心
裏
実
明
白
了
定
能
殺
賊
、
賊

定
不
能
害
俳
的
道
理
、
這
個
胆
自
然
大
了
。

次
に
お
前
達
に
「
団
練
」
に
つ
い
て
話
そ
う
。
「
団
」
と
は
皆
が
一
つ
に
心

を
合
せ
、
お
前
と
私
か
助
け
あ
い
、
生
死
を
互
い
に
気
を
か
け
る
と
い
う
事
が

出
来
て
は
じ
め
て
「
団
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
「
練
」
と
は
、
武
器
の
操
作
を

訓
練
し
、
武
芸
を
訓
練
し
、
陣
法
を
習
う
事
で
あ
る
。
結
局
は
胆
を
鍛
練
す
る

事
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
胆
を
練
る
に
は
、
先
す
心
を
鍛
練
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
胆
に
は
大
小
が
有
る
が
、
心
は
皆
一
様
で
あ
る
。
た
だ
お
前
達
が
心
の

中
で
、
必
す
賊
を
殺
す
事
が
出
来
、
賊
は
決
し
て
お
前
達
を
害
す
る
事
は
出
来

な
い
と
い
う
道
理
を
は
っ
き
り
理
解
す
れ
ば
、
そ
の
胆
は
自
然
に
大
き
く
な
る

二
一

-
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の
で
あ
る
。

即
急
麼
説
定
能
殺
賊
、
賊
定
不
能
害
、
這
道
理
我
詳
細
説
明
、
称
聴
、

椚
子
子
孫
孫
都
不
要
忘
記
了
、
自
古
以
来
、
幾
多
造
反
的
、
不
久
総
要
消
滅
、

皆
因
他
這
般
無
頼
小
人
、
罪
悪
貫
盈
、
天
不
容
他
、
又
見
平
目
在
家
聴
信
邪
教
、

当
賊
当
店
不
忠
不
孝
、
国
法
也
難
収
拾
這
些
、
故
使
他
自
尋
死
路
、
造
起
反
米
、

又
因
人
心
不
占
、
富
者
不
仁
、
貧
者
無
恥
、
奸
巧
詐
偽
、
奢
華
放
蕩
、
特
借
這

班
反
賊
的
手
以
報
復
、
他
両
下
湊
成
、
就
有
這
一
個
大
劫
数
、
故
作
椚
祇
要
打

定
一
個
主
意
、
作
好
百
姓
、
寧
死
不
肯
従
賊
。

何
故
お
前
達
が
必
す
賊
を
殺
す
事
が
出
来
、
賊
は
決
し
て
お
前
達
を
害
す
る

事
が
出
来
な
い
と
言
え
る
の
か
、
そ
の
道
理
を
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。
そ
れ
を

聞
い
た
な
ら
、
お
前
達
の
子
子
孫
孫
ま
で
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
古
よ

り
以
来
、
幾
多
の
反
乱
が
有
っ
た
が
、
久
し
か
ら
す
し
て
全
て
消
滅
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
は
全
て
こ
の
輩
が
無
頼
の
小
人
で
罪
悪
が
満
ち
溢
れ
、
天
が
彼
ら
を

許
さ
な
か
っ
た
為
で
あ
る
。
又
平
日
家
に
在
っ
て
邪
教
を
信
じ
、
賊
と
な
り
ご

ろ
つ
き
と
な
り
、
不
忠
不
孝
の
有
様
を
見
れ
ば
、
国
法
で
も
こ
う
し
た
輩
を
救

い
出
す
事
は
困
難
で
あ
り
、
故
に
自
ら
死
路
を
求
め
さ
せ
、
反
乱
を
起
さ
せ
る

の
で
あ
る
。
又
人
心
は
軽
薄
で
あ
る
為
に
、
富
著
は
仁
徳
が
な
く
、
貧
著
は
恥

を
知
ら
す
、
悪
賢
し
こ
く
詐
偽
を
働
き
、
奢
侈
放
蕩
を
極
め
よ
う
と
す
れ
ば
、

た
だ
こ
う
し
た
反
賊
の
手
を
借
り
て
報
復
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
両
著
が
集
ま

る
と
大
き
な
禍
い
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
従
っ
て
お
前
達
は
た
だ
、
一
つ
の

考
え
を
し
っ
か
り
持
ち
、
良
好
な
人
民
と
な
ら
ね
ば
な
ら
す
、
死
ん
で
も
賊
に

従
う
事
を
肯
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
。

㈲
天
就
看
顧
休
保
護
称
、
他
賊
子
就
快
遭
大
誄
了
、
況
且
講
団
練
、
休
椚
先
占

了
多
少
便
宜
、
賊
子
万
無
生
理
、
我
有
飯
喫
、
賊
儒
餓
肛
、
我
是
坐
家
幾
多
方

二
二

便
、
賊
是
行
客
幾
多
為
難
、
我
団
上
人
轟
是
同
郷
共
井
、
天
生
的
兄
弟
父
子
兵
、

賊
的
人
多
足
強
鶴
湊
数
、
中
間
就
有
幾
個
老
賊
也
、
是
一
人
一
條
心
、
我
椚
生

長
這
地
方
、
任
甚
座
路
径
我
熟
習
、
賊
未
生
疏
地
方
、
東
撞
西
走
、
進
退
盡
是

死
路
、
這
様
比
較
起
床
、
何
止
賊
子
万
不
及
祢
団
練
、
就
是
官
兵
也
没
有
団
練

占
得
許
多
便
宜
。

天
は
お
前
達
を
見
、
お
前
達
を
護
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
賊
は
速
か
に

天
誄
に
遭
う
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
団
練
を
行
な
え
ば
、
お
前
達
は
多
く
の
便
宜

を
持
つ
事
と
な
り
、
賊
は
決
し
て
生
き
ら
れ
る
道
理
は
な
い
。
我
々
に
は
食
べ

る
物
が
有
る
が
、
賊
は
食
物
が
尽
き
て
飢
え
て
し
ま
う
。
我
々
は
家
に
坐
し
て

多
く
の
便
宜
を
持
つ
が
、
賊
は
よ
そ
著
で
あ
り
、
多
く
の
困
難
が
有
る
。
我
が

団
の
人
は
全
て
同
郷
共
井
で
あ
り
、
生
れ
な
が
ら
の
兄
弟
父
子
の
兵
で
あ
る
。

賊
の
人
の
多
く
は
捕
え
ら
れ
て
集
め
ら
れ
た
著
で
あ
り
、
中
に
幾
人
か
の
「
老

賊
」
が
い
て
も
、
一
人
一
人
の
心
は
パ
ラ
パ
ラ
で
あ
る
。
我
々
は
こ
こ
で
生
れ

育
ち
、
ど
ん
な
小
径
も
良
く
知
っ
て
い
る
が
、
賊
は
こ
の
地
方
に
疎
い
為
に
、

方
々
に
ぶ
っ
か
り
な
が
ら
逃
れ
て
も
、
進
か
も
退
く
も
尽
く
死
の
路
で
あ
る
。

こ
の
様
に
比
較
す
れ
ば
、
賊
は
決
し
て
お
前
達
の
団
練
に
及
ば
な
い
だ
け
で
な

く
、
官
兵
で
さ
え
も
団
練
の
様
に
多
く
の
便
宜
を
占
め
る
事
は
出
来
な
い
の
で

あ
る
。

㈲
不
料
惨
椚
百
姓
自
己
不
想
、
総
説
伯
賊
、
総
説
団
練
学
不
得
官
兵
会
打
使
、

豊
不
可
笑
、
豊
不
可
恨
、
賊
匪
万
不
能
勝
団
練
、
休
椚
又
明
白
了
官
軍
不
及
団

練
、
伯
惨
椚
総
不
相
信
其
実
、
我
跡
不
欺
供
惨
百
姓
、
休
椚
且
聴
我
説
、
惨
椚

只
因
前
此
聴
説
我
的
勇
会
打
伎
、
昨
初
十
十
二
、
在
此
地
両
伎
、
又
親
見
千
多

湘
勇
、
井
不
間
開
放
槍
敵
、
就
打
敗
了
幾
万
賊
子
、
殺
了
他
幾
千
人
、
追
了
他

幾
十
里
、
我
椚
丼
不
傷
一
人
。

は
か
ら
す
も
お
前
達
人
民
は
、
皆
賊
が
伯
い
と
言
い
、
団
練
は
官
兵
の
様
に
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戦
斗
を
学
ぶ
事
が
出
来
な
い
と
言
う
。
ど
う
し
て
笑
わ
す
に
お
れ
よ
う
か
。
ど

う
し
て
恨
ま
す
に
お
れ
よ
う
か
。
賊
匪
は
決
し
て
団
練
に
勝
つ
事
は
出
来
な
い

の
で
あ
る
。
お
前
達
は
又
官
軍
が
団
練
に
及
ば
な
い
事
を
は
っ
き
り
知
っ
て
い

な
が
ら
、
お
前
達
が
皆
自
己
の
実
力
を
信
じ
な
い
の
を
恐
れ
る
の
で
あ
る
。
私

は
決
し
て
お
前
達
を
欺
き
偽
る
事
は
し
な
い
。
お
前
達
は
そ
の
上
私
の
話
を
聞

い
て
い
る
。
お
前
達
は
先
に
、
私
の
勇
丁
が
過
る
十
日
十
二
日
に
、
こ
の
地
で

の
二
度
の
戦
い
で
、
戦
斗
を
行
い
得
た
事
を
聞
い
て
お
り
、
又
千
以
上
の
湘
勇

が
銃
砲
を
放
つ
音
を
聞
か
な
い
う
ち
に
幾
万
の
賊
を
打
敗
り
、
幾
干
人
を
殺
し

幾
十
里
も
の
遠
き
に
追
い
払
い
、
我
々
は
一
人
も
傷
つ
か
な
か
っ
た
事
を
親
し

く
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

印
祇
説
我
湘
勇
是
天
上
降
下
来
的
一
班
、
那
暁
得
我
在
湘
郷
当
秀
才
也
、
祇
暁

読
書
作
文
、
我
湘
勇
在
家
当
百
姓
也
、
祇
暁
耕
田
種
土
、
不
過
、
因
得
祖
宗

以
来
、
受
了
大
清
国
二
百
多
年
的
大
恩
大
徳
、
忽
然
聴
得
長
毛
造
反
、
又
害
百

姓
、
幾
茎
頭
髪
都
賢
起
了
、
幾
個
牙
歯
都
碎
了
、
大
家
斉
心
議
事
、
挙
山
公

正
団
総
、
聴
他
号
令
、
湊
了
些
小
公
費
、
練
出
多
少
壮
丁
、
発
個
誓
願
、
総
要

殺
盡
長
毛
、
長
毛
就
不
敢
到
湘
郷
、
官
府
知
道
、
就
招
我
椚
湘
勇
、
打
湖
南
各

県
各
府
的
賊
也
、
湖
南
的
賊
都
打
盡
了
、
就
教
打
広
西
広
東
湖
北
江
西
的
賊
也

人
は
我
が
湘
勇
は
天
上
よ
り
降
下
し
て
来
た
一
部
隊
で
あ
る
と
言
う
。
人
人

は
ど
う
し
て
知
ろ
う
か
。
私
は
湘
郷
で
は
秀
才
(
生
員
)
で
あ
り
、
読
書
・
作

文
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
我
が
湘
勇
も
家
に
在
っ
て
は
農
民
で
あ
り
、

た
だ
耕
田
種
土
を
知
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
祖
宗
以
来
、
大
清
国
よ
り
二

百
年
余
の
大
恩
大
徳
を
受
け
て
い
る
為
、
突
然
「
長
毛
賊
」
が
反
乱
を
起
し
、

人
民
を
害
し
て
い
る
事
を
聞
き
、
全
て
の
頭
髪
が
逆
立
ち
、
歯
が
み
し
て
口
惜

し
が
っ
た
。
人
々
は
心
を
合
せ
て
相
談
し
、
公
正
な
団
総
を
選
出
し
、
彼
の
号

令
を
聴
き
、
幾
ば
く
か
の
公
費
を
集
め
、
若
干
の
壮
丁
を
訓
練
し
た
。
皆
は
必

す
「
長
毛
」
を
殺
し
尽
す
事
を
誓
っ
た
。
「
長
毛
に
は
遂
に
敢
え
て
湘
郷
に
は

や
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
官
府
は
湘
郷
の
団
練
結
成
を
知
る
と
、
す
ぐ

に
我
々
湘
勇
を
招
き
、
湖
南
の
各
府
県
の
賊
を
攻
撃
さ
せ
、
湖
南
の
賊
が
全
て

打
ち
尽
さ
れ
る
と
、
広
西
・
広
東
・
湖
北
・
江
西
の
賊
を
攻
撃
さ
せ
た
と
い
う

事
を
。

⑧
不
是
為
名
為
利
、
不
過
是
不
服
、
這
口
気
、
這
口
気
是
天
地
聞
正
気
、
我
們

椚
人
人
皆
有
、
不
過
們
的
自
己
未
発
出
来
、
若
照
我
們
的
発
出
来
、
便
是

人
人
有
万
夫
不
当
之
勇
、
何
止
自
保
地
方
、
何
愁
不
及
我
湘
勇
、
況
且
我
們
湘

勇
器
械
也
止
是
這
様
、
武
芸
也
止
是
這
様
、
陣
法
也
止
是
這
様
、
就
是
這
個
心

胆
也
止
是
這
様
、
不
過
站
得
脚
住
捨
得
命
伴
、
傷
了
一
個
那
些
人
、
愈
加
著
起

勁
来
、
死
了
一
個
那
些
人
、
愈
加
捨
起
死
来
、
故
此
常
打
勝
仗
、
這
個
事
們

有
甚
麼
難
学
、

名
誉
の
為
で
も
利
益
の
為
で
も
な
い
。
彼
ら
に
服
従
し
た
く
な
い
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
口
吻
、
こ
の
口
吻
こ
そ
は
天
地
の
間
の
正
気
で
あ
り
、
我

々
も
お
前
達
も
皆
抱
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
お
前
達
は
未
だ
自
身
の

正
気
を
発
揮
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
我
々
が
発
揮
し
た
様
に
す
る
な
ら

ば
、
人
々
は
万
人
も
当
る
べ
か
ら
ざ
る
勇
気
を
持
つ
事
が
出
来
、
ど
う
し
て
自

ら
の
地
を
守
る
だ
け
に
と
ど
ま
ろ
う
か
。
ど
う
し
て
我
が
湘
勇
に
は
及
ば
な
い

と
愁
え
る
事
が
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
我
々
湘
勇
の
武
器
は
た
だ
こ
の
様
な
も
の

で
あ
り
、
武
芸
も
ま
た
こ
の
様
な
も
の
で
あ
り
、
陣
法
も
こ
の
様
で
あ
り
、
各

人
の
心
胆
も
こ
の
様
で
あ
る
。
た
だ
命
を
捨
て
る
事
を
惜
ま
す
、
一
人
で
も
多

く
の
賊
を
傷
つ
け
よ
う
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
力
を
加
え

一
人
で
も
多
く
の
賊
を
殺
せ
ば
殺
す
程
、
ま
す
ま
す
命
を
捨
て
て
起
ち
上
る
事

と
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
常
に
勝
利
を
収
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
を
お
前
達

は
ど
う
し
て
学
び
得
な
い
事
が
あ
ろ
う
か
。

二
三
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止
是
官
兵
眞
有
幾
宗
事
学
不
得
団
練
、
飯
食
学
不
得
団
練
方
便
、
探
信
学
不

得
団
練
的
確
、
路
径
学
不
得
団
練
熟
習
出
門
半
時
、
難
学
不
得
団
練
在
家
干
日
、

好
傷
了
的
病
了
的
、
調
養
也
難
、
替
換
也
難
、
学
不
得
団
練
幾
干
幾
万
人
要

来
、
就
来
了
、
要
回
去
、
就
回
去
了
、
們
牢
計
、
們
細
想
、
看
我
説
的

話
是
欺
哄
們
的
、
不
(
以
下
十
一
字
欠
字
)

た
だ
官
兵
に
は
団
練
に
真
似
出
来
な
い
事
が
幾
つ
か
有
る
。
飯
食
は
団
練
の

便
利
さ
に
真
似
出
来
な
い
。
情
報
収
集
も
団
練
の
確
実
さ
に
真
似
出
来
な
い
。

道
路
事
情
に
つ
い
て
、
団
練
の
門
を
出
て
半
時
の
地
の
習
熟
さ
に
は
真
似
出
来

な
い
。
団
練
が
家
に
在
っ
て
干
日
も
傷
や
病
い
を
癒
す
事
が
出
来
る
の
を
真
似

し
に
く
な
い
。
官
兵
は
休
養
を
取
る
事
も
難
し
い
し
、
交
替
も
困
難
で
あ
る
。

団
練
の
様
に
、
幾
千
幾
万
人
が
集
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時
に
は
す
ぐ
に
集
ま
り

帰
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時
に
は
す
ぐ
帰
り
得
る
と
い
う
真
似
は
出
来
な
い
。
お
前

達
は
し
っ
か
り
検
討
し
細
か
く
考
え
、
私
の
言
う
話
が
お
前
達
を
欺
い
て
い
る

と
思
う
な
ら
、
(
以
下
不
詳
)

�
団
練
這
様
可
靠
、
何
故
也
有
靠
不
住
的
、
拠
我
仔
細
看
来
、
不
是
団
練
靠
不

住
、
廼
是
不
認
真
辨
事
、
有
名
無
実
的
、
原
故
其
実
、
皆
由
愛
占
小
便
宜
、
以

致
喫
了
大
虧
、
如
出
銅
銭
一
文
難
、
捨
出
人
力
一
工
難
、
自
己
説
占
了
便
宜
、

那
暁
得
一
個
占
便
宜
、
個
個
都
想
占
便
宜
、
人
心
便
不
斉
了
、
団
練
便
不
成
了
、

応
出
的
銅
銭
不
出
、
到
賊
来
、
勒
貢
勒
贖
、
鈔
家
貲
焚
房
屋
、
東
搬
西
逃
、
性

命
難
保
、
而
銀
銭
喫
大
虧
了
、
応
出
的
人
力
不
出
、
到
賊
来
、
婦
女
被
賊
姦
淫
、

老
羸
被
賊
弔
拷
、
小
児
被
賊
強
、
甚
或
壮
丁
被
賊
煽
誘
威
逼
、
当
火
受
刀

箭
、
負
賊
悪
名
而
死
、
想
作
個
清
白
的
、
鬼
也
不
能
得
、
而
人
力
喫
大
虧
了
、

們
試
捫
心
想
想
、
値
也
不
値
。

団
練
は
こ
の
様
に
頼
り
に
出
来
る
の
で
あ
る
。
何
故
ま
た
あ
て
に
な
ら
な
い

二
四

こ
と
が
有
ろ
う
か
。
私
の
詳
細
な
看
察
に
拠
れ
ば
、
団
練
が
頼
り
に
な
ら
な
い

の
で
は
な
く
、
ま
じ
め
に
取
組
ま
す
、
有
名
無
実
と
な
っ
た
為
で
あ
る
。
そ
の

実
際
を
た
す
ね
る
と
、
皆
小
さ
な
利
益
を
占
め
よ
う
と
し
て
大
損
を
す
る
事
と

な
っ
た
為
で
あ
る
。
も
し
銅
銭
一
文
を
出
す
事
を
し
ぶ
り
、
人
力
一
工
を
出
す

事
を
し
ぶ
り
、
自
分
の
考
え
を
言
い
た
て
て
、
利
益
を
占
め
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
一
人
が
利
益
を
占
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
々

も
皆
利
益
を
占
め
よ
う
と
思
い
、
人
心
が
ま
と
ま
ら
な
く
な
り
、
団
練
も
成
功

を
収
め
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
出
す
べ
き
銅
銭
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
賊
が
や
っ

て
来
た
時
、
貢
納
や
贖
納
を
強
要
さ
れ
、
家
財
を
没
収
さ
れ
、
家
屋
を
焼
か
れ

て
し
ま
い
、
東
へ
西
へ
と
逃
亡
し
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
生
命
も
保
ち
難
く
、
し

か
も
銀
銭
を
全
て
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
出
す
べ
き
人
力
を
出
さ
な
い
と

賊
が
襲
来
し
た
時
、
婦
女
は
賊
に
姦
淫
さ
れ
、
老
人
は
賊
に
つ
る
さ
れ
て
殴
ら

れ
、
子
供
も
賊
に
捕
え
ら
れ
る
。
甚
し
い
場
合
は
壮
丁
が
賊
に
煽
動
誘
惑
さ
れ

或
い
は
脅
さ
れ
て
砲
火
に
当
り
、
刀
箭
を
受
け
、
賊
の
汚
名
を
負
っ
て
死
ぬ
事

と
な
る
の
で
あ
る
。
汚
れ
な
く
過
そ
う
と
し
て
も
、
亡
霊
で
も
出
来
な
い
事
で

あ
る
。
人
力
も
大
い
に
欠
損
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
お
前
達
は
胸
に
手
を
当

て
て
、
割
に
合
う
事
か
ど
う
か
、
試
み
に
考
え
て
み
な
さ
い
。

又
有
一
班
受
賊
愚
哄
、
有
説
不
団
練
的
、
就
不
受
害
、
有
説
借
路
経
過
、

不
騒
擾
、
不
知
賊
子
伯
硬
不
怕
、
知
威
不
知
恩
、
今
日
不
害
、
明
日
更
害

得
深
、
這
次
不
擾
、
下
次
更
擾
得
苦
、
不
待
我
説
、
椚
見
得
多
了
。

又
一
群
の
賊
の
愚
弄
を
蒙
り
、
団
練
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
害
を
受
け
る
事
は

な
い
と
言
い
、
賊
は
単
に
路
を
借
り
て
通
過
す
る
だ
け
で
あ
り
、
騒
擾
す
る
事

は
な
い
と
言
う
著
が
有
る
。
こ
の
人
達
は
賊
が
硬
を
恐
れ
て
軟
を
恐
れ
す
、
威

嚇
を
知
る
も
恩
を
知
ら
な
い
輩
で
あ
る
事
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
今
日
お
前

を
害
さ
な
く
と
も
、
明
日
に
は
よ
り
深
く
害
す
る
の
で
あ
り
、
今
回
騒
が
す
事
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が
な
く
と
も
、
次
の
回
に
は
更
に
ひ
ど
く
お
前
を
騒
が
す
の
で
あ
る
。
私
か
言

う
ま
で
も
な
く
、
お
前
達
は
多
く
の
事
実
を
見
る
事
が
出
来
た
は
す
で
あ
る
。

又
有
一
班
、
原
先
也
練
団
因
辨
得
不
好
、
敗
了
一
陣
、
就
不
再
辨
的
、
有
原

先
未
練
団
、
経
賊
数
次
、
人
財
両
窮
、
就
説
不
能
辨
的
、
不
知
、
前
比
喫
虧

皆
因
辨
得
不
好
、
以
後
便
加
辨
好
起
来
、
就
是
若
道
地
方
、
苦
了
難
得
辨
団
、

那
暁
得
賊
子
伯
団
、
不
伯
、
苦
辨
了
団
、
免
得
再
喫
苦
、
不
辨
団
直

苦
到
、
産
盡
人
絶
、
算
況
且
辨
団
的
苦
、
万
不
比
遭
賊
的
苦
、
們
怎
麼
不

肯
喫
小
虧
、
反
自
討
大
虧
未
喫
。

又
以
前
の
団
練
結
成
に
際
し
て
、
そ
の
方
法
の
ま
ず
さ
か
ら
、
一
戦
し
て
敗

北
し
て
し
ま
い
、
再
び
団
練
を
結
成
し
よ
う
と
し
な
い
も
の
、
以
前
に
も
団
練

を
結
成
せ
す
、
賊
に
数
回
襲
わ
れ
、
人
・
財
共
に
窮
乏
し
、
結
成
し
得
な
い
と

言
う
一
群
が
有
る
。
先
の
失
敗
は
全
て
や
り
方
が
ま
す
か
っ
た
為
で
あ
る
と
い

う
事
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
は
力
を
入
れ
て
う
ま
く
行
な
え
ば
、
団
練

は
本
来
の
道
の
如
く
な
る
の
で
あ
る
。
団
練
結
成
の
困
難
さ
に
苦
し
ん
で
い
る

が
、
明
ら
か
な
の
は
賊
は
お
前
達
の
団
を
恐
れ
て
お
り
、
お
前
達
を
恐
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
苦
し
ん
で
団
練
を
結
成
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
再

び
苦
し
み
を
味
う
事
を
免
れ
る
の
で
あ
り
、
団
練
結
成
を
し
な
け
れ
ば
、
た
だ

ち
に
苦
し
み
が
襲
い
、
財
産
は
盡
き
、
人
も
絶
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ち
ょ
っ

と
計
算
し
て
も
、
団
練
結
成
の
苦
し
み
は
、
賊
に
遭
う
苦
し
み
に
決
し
て
比
較

し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
お
前
達
は
ど
う
し
て
小
さ
い
出
費
を
肯
ん
ぜ
す
し
て
、

反
っ
て
自
ら
大
き
な
損
失
を
求
め
る
の
か
。

我
帯
兵
走
了
四
五
省
地
方
也
、
有
先
不
曽
辨
団
的
也
、
有
先
曽
練
団
靠
不
住

的
、
自
我
過
了
身
、
総
総
不
伯
賊
了
、
総
総
不
受
賊
害
了
、
這
個
是
何
道
理
、

不
過
是
他
們
百
姓
、
肯
聴
我
的
認
真
辨
団
、
不
惜
小
費
、
不
惜
人
力
、
不
信
賊

騙
、
不
怕
喫
苦
、
大
家
拏
出
良
心
来
辨
事
、
就
大
家
保
了
身
家
性
命
、
祢
們
仔

仔
細
細
、
把
我
説
的
這
些
道
理
想
、
明
白
牢
穏
記
著
、
盡
力
做
去
、
作
們
的
団

練
、
就
永
遠
靠
得
住
了
、
不
要
大
意
、
不
要
大
意
。

私
は
兵
を
帯
し
て
四
五
省
を
走
り
回
っ
た
。
以
前
に
団
練
結
成
し
た
事
の
な

い
所
も
有
り
、
又
曽
っ
て
団
練
を
結
成
し
た
が
、
頼
り
に
な
ら
な
か
っ
た
も
の

も
有
る
。
私
か
行
っ
て
か
ら
は
、
全
て
賊
を
恐
れ
す
、
賊
の
害
を
受
け
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
は
い
か
な
る
道
理
か
ら
な
の
か
。
彼
ら
人
民
が
私
の
ま
じ
め
に
団
練

を
結
成
す
る
と
言
う
事
を
聞
き
わ
け
、
小
さ
な
出
費
を
惜
ま
す
、
人
力
を
惜
ま

す
、
賊
の
欺
き
を
信
ぜ
す
、
苦
し
み
を
味
わ
う
事
を
恐
れ
す
、
皆
が
良
心
を
発

揮
し
て
こ
れ
に
当
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
人
々
は
身
家
・
生
命
を
保

ち
得
た
の
で
あ
る
。
お
前
達
は
詳
細
に
私
の
言
う
こ
れ
ら
の
道
理
に
つ
い
て
考

え
、
は
っ
き
り
記
憶
に
留
め
、
力
を
尽
し
て
行
な
え
ば
、
お
前
達
の
団
練
は
永

遠
に
頼
り
と
な
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
な
お
ざ
り
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

分
付
畢
復
呼
各
邨
紳
士
、
近
前
告
之
日
、
爾
紳
士
均
係
読
書
人
、
亦
知
読
書

果
何
為
乎
、
無
非
講
明
義
理
、
力
体
諸
身
而
推
以
及
人
也
、
伊
尹
耕
有
、
苑

文
正
公
当
秀
才
、
便
以
天
下
為
己
任
、
爾
紳
士
独
不
能
以
一
邑
一
郷
為
己
任
耶
、

数
年
以
来
、
寇
盗
横
行
、
生
霊
塗
炭
、
即
爾
紳
士
之
身
家
、
亦
岌
岌
不
克
保
、

是
直
不
能
以
一
身
一
家
為
己
任
矣
、
豊
不
大
可
悲
哉
、

人
民
に
申
し
つ
け
終
り
、
更
に
各
村
の
紳
士
に
呼
び
か
け
よ
う
。
近
づ
い
て

語
ろ
う
。
あ
な
た
方
紳
士
は
均
し
く
読
書
人
で
あ
る
が
、
読
書
は
果
し
て
何
の

為
で
あ
る
の
か
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
義
理
」
を
詳
し
く
説
明
し
、
努

力
し
て
こ
れ
を
身
に
つ
け
人
に
推
し
及
ぼ
す
為
で
あ
る
。
殷
の
伊
尹
は
華
野
に

耕
す
処
士
で
あ
り
⑩
、
北
宋
の
范
文
正
公
(
仲
淹
)
は
秀
才
で
あ
っ
た
時
に
ヽ

天
下
を
自
己
の
任
務
と
考
え
功
績
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
あ
な
た
方
紳
士
は
独

り
言
巴
一
郷
を
も
己
の
任
と
す
る
事
が
出
来
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
数
年
以
来
寇
盗

二
五
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が
横
行
し
、
人
民
は
塗
炭
の
苦
し
み
を
嘗
め
て
い
る
。
あ
な
た
方
紳
士
の
身
家

も
危
う
く
、
よ
く
保
ち
得
な
い
と
い
う
事
は
、
一
身
一
家
を
も
自
己
の
任
務
と

す
る
事
が
出
来
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
誠
に
悲
し
む
べ
き
事
で
あ
る
。

　
我
在
湘
郷
辨
団
、
自
咸
豊
元
年
中
秋
後
起
、
至
十
月
初
而
粗
成
、
其
時
賊
在

広
西
、
相
去
一
二
千
里
、
承
平
既
久
、
民
不
知
兵
、
誰
知
団
練
二
字
為
何
物
、

我
所
住
地
方
、
民
風
醇
而
且
儒
、
不
但
無
械
闘
案
、
即
争
訟
之
事
亦
少
有
之
、

忽
聞
此
議
、
莫
不
掩
耳
而
走
、
両
月
之
間
、
竭
誠
開
導
、
幟
器
械
號
衣
一
切

辨
斉
、
武
芸
隊
伍
陣
法
一
切
教
熟
、
非
有
大
家
貲
也
、
非
有
大
勢
力
也
、
祇
侍

此
一
點
血
誠
、
不
計
成
敗
利
鈍
、
不
顧
禍
福
死
生
、
任
労
任
怨
、
以
成
此
挙
。

私
の
湘
郷
で
の
団
練
の
結
成
は
、
咸
豊
元
年
の
中
秋
の
後
よ
り
始
め
、
十
月

初
め
に
至
っ
て
略
々
出
来
た
。
そ
の
時
賊
は
広
西
に
在
り
、
相
去
る
事
二
I
千

里
で
あ
り
、
永
く
平
和
に
浸
っ
て
い
た
為
に
、
民
は
兵
事
を
知
ら
す
、
誰
が
「
団

練
」
の
二
字
が
何
物
で
あ
る
か
知
っ
て
い
よ
う
か
。
私
の
住
ん
で
い
た
地
方
は
、

民
風
が
醇
良
で
あ
る
が
儒
弱
で
あ
る
為
、
械
闘
の
事
件
が
な
い
だ
け
で
な
く
、

訴
訟
沙
汰
も
少
し
し
か
な
か
っ
た
。
突
然
団
練
結
成
の
議
を
聞
き
、
耳
を
掩
っ

て
逃
げ
な
い
著
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
二
ヵ
月
の
間
、
誠
意
を
尽

し
て
教
え
導
き
、
旗
幟
・
武
器
・
軍
装
も
全
て
整
備
し
、
武
芸
・
隊
伍
・
陣
法

を
全
て
教
え
習
熟
さ
せ
た
の
は
、
大
家
よ
り
の
資
金
が
有
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

大
き
な
勢
力
が
有
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
惟
だ
一
点
の
血
誠
を
恃
み
と
し
、
成

功
・
失
敗
・
吉
凶
を
考
え
す
、
禍
福
・
生
死
を
顧
み
す
、
労
に
任
じ
怨
を
受
け

る
に
任
せ
て
こ
の
挙
を
成
し
た
の
で
あ
る
。

�
維
時
聡
明
智
巧
之
士
、
誰
不
非
而
笑
之
、
到
後
来
、
都
許
為
能
公
爾
忘
私
、

国
爾
忘
家
、
予
謝
之
日
、
何
敢
当
、
何
敢
当
、
我
固
祇
知
愛
我
身
及
我
父
母
兄

弟
妻
子
也
、
不
過
因
賊
匪
閙
事
、
我
但
靠
我
一
身
一
家
、
必
不
能
保
我
身
家
、

一
エ
ハ

所
以
請
諸
君
子
大
家
、
斉
心
保
著
身
家
、
方
保
得
我
的
身
家
、
不
但
此
也
、

将
来
保
湖
南
也
、
是
保
我
身
家
、
保
別
省
也
、
是
保
我
身
家
、
雖
云
為
公
、
実

善
於
為
私
、
雖
云
為
国
、
実
善
於
為
家
。

こ
の
時
聡
明
で
才
智
に
た
け
た
人
は
、
誰
も
非
と
し
て
こ
れ
を
笑
う
事
は
な

か
っ
た
。
後
に
な
れ
ば
皆
は
き
っ
と
公
の
為
に
私
を
忘
れ
、
国
の
為
の
家
を
忘

れ
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
彼
ら
に
感
謝
し
て
言
っ

た
。
ど
う
し
て
思
い
切
っ
て
出
来
る
の
か
と
。
私
は
固
よ
り
た
だ
我
が
身
我
が

父
母
・
兄
弟
・
妻
子
を
愛
し
て
い
る
が
、
賊
が
騒
擾
を
起
し
た
場
合
に
、
単
に

私
の
一
身
一
家
の
み
を
頼
り
と
し
て
は
、
決
し
て
我
が
身
家
を
守
り
得
な
い
と

い
う
事
を
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
皆
さ
ん
が
心
を
一
つ
に
し
て
身
家
を
守
る
事

を
請
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
我
が
身
家
も
守
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
将
来
湖
南
を
守
る
事
も
我
が
身
家
を
守
る
事
で
あ
り
、
他
省

を
守
る
事
も
又
我
が
身
家
を
守
る
事
な
の
で
あ
る
。
公
の
為
と
言
っ
て
も
、
実

は
私
の
為
に
な
る
事
で
あ
り
、
国
の
為
と
言
っ
て
も
、
実
は
家
の
為
に
な
る
事

な
の
で
あ
る
。

㈲
今
我
不
敢
当
諸
君
子
之
称
許
者
、
誠
以
顧
私
顧
家
、
聖
人
不
廃
、
諸
君
子
以

我
為
忘
私
忘
家
、
恐
遂
以
為
必
忘
私
、
而
後
可
為
公
、
必
忘
家
而
後
可
為
国
、

是
強
人
以
所
難
能
、
我
祇
求
諸
君
子
、
善
為
私
為
家
耳
、
他
何
計
焉
、
我
祇
求

請
君
子
為
私
為
家
、
皆
如
我
之
善
為
私
為
家
耳
、
他
何
計
焉
、
同
人
聞
之
、
多

為
感
泣
、
今
為
爾
紳
士
述
之
、
想
必
諒
此
苦
心
、
以
為
実
然
也
。

今
私
は
敢
え
て
皆
さ
ん
の
賞
讃
を
得
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
誠
に
私
を
顧
み
、

家
を
顧
み
た
と
し
て
も
、
聖
人
は
そ
れ
を
非
と
は
し
な
い
。
皆
さ
ん
は
私
か
私

を
忘
れ
、
家
を
忘
れ
よ
と
言
う
事
に
よ
り
、
恐
ら
く
遂
に
必
す
私
を
忘
れ
た
後

に
公
の
為
に
行
う
事
が
出
未
、
家
を
忘
れ
、
然
る
後
に
国
事
を
為
す
事
が
出
来

る
と
言
う
の
は
、
人
に
出
来
な
い
事
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
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私
か
皆
さ
ん
に
求
め
る
の
は
、
た
だ
私
の
為
家
の
為
に
行
う
と
い
う
事
だ
け
で

あ
り
、
他
に
何
の
考
え
方
が
有
ろ
う
か
。
私
か
皆
さ
ん
に
私
の
為
家
の
為
に
行

う
事
を
求
め
る
の
は
、
単
に
私
か
私
の
為
家
の
為
に
行
っ
た
様
に
す
る
と
い
う

事
だ
け
で
あ
り
、
他
に
何
の
考
え
が
あ
ろ
う
か
。
同
志
は
こ
れ
を
聞
き
、
感
動

し
て
涙
を
流
し
た
の
で
あ
る
。
今
あ
な
た
方
紳
士
の
為
に
こ
れ
を
語
り
、
必
す

こ
の
苦
心
を
諒
と
し
、
同
意
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

㈲
士
為
四
民
之
首
、
爾
紳
士
儼
列
紳
、
不
僅
団
練
当
辨
、
尤
以
挽
回
人
心
風

俗
為
急
、
未
有
人
心
正
風
俗
純
、
而
団
練
無
実
際
著
、
不
然
、
縦
練
得
好
看
、

亦
是
虚
文
、
孟
子
日
、
人
人
親
其
親
、
長
其
長
、
而
天
下
平
、
果
能
如
北
、
則

無
賊
可
打
矣
、
又
日
、
修
其
孝
弟
忠
信
、
以
事
父
兄
長
上
、
可
使
制
挺
以
撻
秦

楚
之
堅
甲
利
兵
、
余
謂
、
果
能
如
此
撻
秦
楚
之
堅
甲
利
兵
、
尚
須
制
挺
、
若
以

忠
義
之
民
、
駆
此
悖
逆
烏
合
之
逆
賊
、
止
須
奮
拳
撃
之
、
大
声
叱
之
足
矣
。

士
は
四
民
の
首
で
あ
る
。
あ
な
た
方
紳
士
は
お
ご
そ
か
に
も
紳
に
列
し
、

団
練
の
結
成
に
当
る
べ
き
の
み
な
ら
す
、
人
心
・
風
俗
を
挽
回
す
る
事
を
急
務

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
心
が
正
し
く
、
風
俗
が
純
朴
で
あ
り
、
し
か
も

団
練
が
実
効
を
挙
げ
得
な
い
と
い
う
事
は
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
た
と
え
団

練
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
に
見
え
て
も
、
実
際
に
は
虚
文
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
孟
子
日
く
。
「
人
々
は
そ
の
親
を
親
と
し
、
其
の
長
を
長
と
し
、
而

し
て
天
下
は
平
か
な
り
」
⑩
と
゜
本
当
に
こ
の
様
で
あ
れ
ば
ヽ
打
ち
滅
ぼ
す
べ

き
賊
も
い
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
又
日
く
。
「
其
の
孝
弟
忠
信
を
修
め
、
以
っ

て
其
の
父
兄
・
長
上
に
事
え
し
め
ば
、
挺
を
と
り
て
以
っ
て
秦
・
楚
の
堅
甲
利

兵
を
撻
た
し
む
べ
し
」
⑩
と
。
私
か
思
う
に
、
果
し
て
こ
の
様
で
あ
っ
て
も
、

秦
・
楚
の
堅
甲
利
兵
を
撻
つ
に
は
、
尚
挺
を
制
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

も
し
忠
義
の
民
を
用
い
て
、
こ
の
道
義
に
も
と
り
逆
う
烏
合
の
賊
を
駆
遂
し
よ

う
と
す
る
に
は
、
た
だ
拳
を
振
り
上
げ
て
こ
れ
を
殴
り
、
大
声
で
叱
責
す
れ
ば

足
り
る
の
で
あ
る
。

㈲
特
患
爾
紳
士
以
吾
一
言
為
迂
闊
耳
、
誠
能
実
力
奉
行
、
砥
礪
廉
隅
、
大
伸
正
気
、

以
身
作
則
、
而
又
毎
三
五
日
一
次
、
在
本
都
本
邨
、
伝
斉
団
衆
、
勉
以
忠
直
、

激
其
義
憤
、
毎
次
宣
講
聖
諭
広
訓
一
二
條
、
使
吾
民
咸
知
孝
弟
志
信
礼
義
廉
恥

之
不
可
缺
一
、
正
道
昌
明
、
邪
教
自
無
従
而
人
、
此
団
練
最
要
最
急
之
務
、
至

派
費
山
丁
、
制
器
習
技
、
選
鋒
教
隊
諸
事
、
爾
紳
士
自
能
因
地
制
宜
、
妥
議
章

程
、
無
事
余
之
贅
言
也
、

た
だ
あ
な
た
方
紳
士
が
私
の
言
を
迂
遠
な
も
の
と
考
え
る
事
を
心
配
す
る
。

本
当
に
力
を
尽
し
て
実
施
し
、
研
鑽
を
積
み
、
品
行
方
正
に
し
て
節
操
を
高
く

し
、
大
い
に
正
気
を
伸
張
し
、
身
を
以
っ
て
手
本
を
示
す
。
又
三
・
五
の
日
ご

と
に
一
回
、
本
都
本
村
で
団
衆
を
呼
び
集
め
、
忠
直
に
努
め
さ
せ
、
彼
ら
の
義

憤
を
か
き
た
て
、
毎
回
「
聖
諭
広
訓
」
の
一
二
条
を
宣
講
し
、
我
が
民
に
孝
悌
・

忠
信
・
礼
義
・
廉
恥
の
一
つ
を
も
欠
吉
得
な
い
事
を
知
ら
し
め
れ
ば
、
正
道
は

益
々
明
ら
か
と
な
り
、
邪
教
も
自
か
ら
入
り
こ
む
隙
も
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
団
練
の
最
も
重
要
な
最
も
緊
急
な
る
務
め
で
あ
る
。
経
費
の
徴
収
、
勇

4
の
派
出
、
武
器
の
製
造
、
武
芸
の
習
熟
、
前
衛
の
選
択
、
隊
伍
の
訓
練
の
諸

事
に
つ
い
て
は
、
あ
な
た
方
紳
士
が
自
ら
そ
の
土
地
の
状
況
に
就
き
、
よ
り
良

い
方
法
を
作
り
、
章
程
を
定
め
よ
。
そ
れ
以
外
の
贅
言
は
不
要
で
あ
る
。

(
昭
和
5
6
年
9
月
1
日
受
理
)
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